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「
手
形
之
事
」
元
禄
六
年 

酉
六
月(

小
川
家
文
書
K
１-

２) 

  
 
 
 

手
形
之
事 

一
御
上
水
道
之
儀
毎
々
ゟ
大
切
ニ
被
二

仰
付
一 

 

候
へ
共
弥
以
今
年
度
々
水
口
破
損
仕
御 

 

上
水
不
足
ニ
付
、
村
々
へ
被
レ

下
候
水
口
御
と
め 

 

被
レ

成
候
、
其
時
分
ニ
我
儘
ニ
明
ケ
申
村
御
座
候
様
ニ 

 

承
候
、
大
切
之
儀
ニ
候
間
当
村
抔
ニ
而
何
分
ニ 

 

御
と
め
被
レ

成
候
共
自
分
ニ
て
一
切
明
ケ
申
間
敷
候
、 

 

水
勢
能
罷
成
水
廻
り
衆
ゟ
相
応
ニ
御
明
ケ 

 

被
レ

下
候
迄
相
待
可
レ

申
候
事 

一
御
上
水
道
へ
常
々
も
ち
り
・
あ
く
た
・
ば
ら 

 

木
枝
い
れ
不
レ

申
候
様
ニ
大
切
ニ
可
レ

仕
候
、
且
亦
水
干 

 

之
時
分
ざ
こ
な
ど
居
申
候
を
見
候
共
、
猥
ニ
入 

 

込
取
申
間
敷
候
、
幷
常
々
被
二

仰
付
一

候
通
水
お 

 

あ
び
魚
を
取
申
間
鋪
候
事 

      

 

 

「上水記九」によれば、この辺では小川橋北

の方、久右衛門橋北の方、鈴木新田南の方の

三ヶ所に高札が建てられていたそうです。 



 
［
用
語
］ 

御
上
水
道
…
玉
川
上
水
。 

水
口
…
玉
川
上
水
か
ら
村
々
へ
の
分
水
を
引
く
た
め
設
置
さ
れ
た
取
水
口
。
そ
の
取
水
量
は
羽
村 

陣
屋
（
玉
川
上
水
の
管
理
全
般
を
担
う
為
に
設
置
さ
れ
た
幕
府
の
陣
屋
）
で
徹
底
管
理
さ
れ 

て
い
た
。 

水
廻
り
衆
…
水
見
廻
り
役
と
も
。
上
水
に
お
け
る
禁
止
事
項
な
ど
の
取
締
や
、
上
水
に
関
わ
る
幕
府

役
人
へ
の
対
応
な
ど
を
勤
め
た
。 

 

［
解
説
］ 

 

今
回
は
、
元
禄
六
（1

693

）
年
の
玉
川
上
水
に
関
す
る
請
書
を
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。
か 

つ
て
の
武
蔵
野
台
地
は
大
き
な
河
川
も
な
く
地
下
水
位
も
低
い
た
め
、
人
が
生
活
出
来
る
環
境
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
承
応
二(

165
3)

年
、
江
戸
で
の
飲
料
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
玉
川
上
水 

が
開
削
さ
れ
る
と
、
武
蔵
野
台
地
に
も
よ
う
や
く
新
田
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ 

が
小
川
村
で
す
。
こ
の
史
料
は
、
そ
ん
な
大
切
な
「
御
上
水
」
の
使
用
に
あ
た
っ
て
村
人
全
員
が
連 

判
し
た
誓
約
書
と
い
え
ま
す
。
玉
川
上
水
は
多
摩
川
を
源
流
と
し
、
羽
村
取
水
堰
か
ら
四
ツ
谷
大
木 

戸
ま
で
通
り
、
そ
こ
か
ら
二
本
に
分
か
れ
ま
す
。
一
本
は
江
戸
御
本
丸
、
も
う
一
本
は
江
戸
市
中
。 

で
す
か
ら
優
先
順
位
は
当
然
江
戸
城
が
一
番
で
、
武
蔵
野
新
田
へ
の
分
水
の
取
水
量
は
常
に
徹
底 

管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
本
文
は
、
取
水
口
を
勝
手
に
開
け
た
村
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
上
水 

は
大
切
な
も
の
な
の
で
小
川
村
は
勝
手
に
開
け
ま
せ
ん
。
水
勢
が
改
善
さ
れ
水
廻
り
衆
が
取
水
口 

を
開
け
る
ま
で
待
ち
ま
す
、
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
御
上
水
へ
塵
・
芥
・
ば 



ら
木
・
枝
を
捨
て
な
い
こ
と
、
水
干
の
時
ざ
こ
な
ど
を
見
つ
け
て
も
捕
ら
な
い
、
水
浴
び
を
し
な
い
、 

魚
を
取
ら
な
い
こ
と
を
誓
約
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
タ
イ
ト
ル
の

「
之
事
」
は
、
か
な
り
省
略 

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
事
」
が
平
仮
名
「
る
」
の
様
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
が
一
般
的
な
く
ず
し
方
で 

頻
出
で
す
。

「
道
」
は
全
く
字
形
が
違
い
ま
す
が
こ
の
形
が
典
型
で
す
。
く
ず
し
字
の
「
し
ん 

に
ょ
う
」
は
大
変
特
徴
的
で
す
。

 

「
し
ん
に
ょ
う
」
が
こ
の
様
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
場 

合
も
あ
り
ま
す
が
、

「
過
」
、

「
遅
」

「
連
」
な
ど
の
様
に
、
下
部
に
控
え
め 

に
表
さ
れ
る
形
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
「
道
」
は 

こ
の
部
分
が
「
し
ん
に
ょ
う
」
で
す
。 

ま
た
今
回
も
『
村
明
細
⑤
』
で
紹
介
し
た
二
種
類
の
「
水
」

・

が
登
場
し
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
覚
え
ま
し
ょ
う
。
二
つ
目
の
一
つ
書
き
一
行
目
に
「
ち
里
阿

り

あ

く
た
者ば

ら
木
枝 

い
連れ

」
と
、
仮
名
と
漢
字
が
入
れ
混
ざ
っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
仮
名
は
『
変
体
仮
名
』
と 

い
い
、
江
戸
時
代
の
仮
名
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
「
り
」
は
「
里
」
「
利
」
「
梨
」
「
理
」
「
李
」
、 

「
あ
」
は
「
阿
」
「
安
」
、
「
は
」
は
「
者
」
「
盤
」
「
八
」
「
波
」
、
な
ど
数
種
類
を
使
い
分
け 

て
い
ま
す
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
解
読
が
困
難
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
ま
た
「
し
ん
に
ょ
う
」

 

「
通
」
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
分
か
り
や
す
い
パ
タ
ー
ン
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
「
通
」 

の
「
し
ん
に
ょ
う
」
は
見
落
と
し
が
ち
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
前
後
の
文
脈
で
判
断
す 

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 


